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ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 331号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：ど素人市長さん 

 

横浜市長選挙は、山中さんの当選で決着したようですね。 

正直言って、僕はこの人に投票しませんでしたが、でもこの結果はなぜか嬉しい。 

何しろ 8人も立候補者がいる上に、著名人が多く含まれるため、決選投票があるのではと囁かれていました。 

首長選では最多得票者の票数が有効投票数の「4分の 1以上」に達しなかった場合に選挙をやり直す規定があり

ますが、どうやら山下さんの得票はこの条件をクリアするようです。 

常々僕は、「過半数」という決め方を許容できず、文句ばかり言ってます。 

その意味で、4分の 1はさらに許しがたい数字ですが、決選投票などさらに無意味に僕には思えます。 

つまり、一回の投票で結果が出たことは、せめてもの救いに思えます。 

・ 

山中さんの当確が報じられて初めて、僕は山中さんのサイトや報道を眺めました。 

それらによると、立件民主党、共産党、浜のドンといった方々が山中さんを支持したのは、要請に基づいたので

なく、共闘の必要性を感じたからだという。 

ぼくは、この話を信じたい。 

更に僕が嬉しいのは、山中さんが少なくとも政治や行政にはド素人な上に無名の人だということです。 

周囲の人たちサポートが無ければ、何もできないかもしれません。 

・ 

でも、リーダーとは、こういう人で良いと思います。 

なぜなら「この人を支援することで何とかしたいと人々が思うこと」こそが、リーダーシップだと思うから。 

少なくとも、総理や都知事に対してそう思う支持者がどれだけいるのか疑問です。 

むしろ、「あの人なら何とかしてくれるだろう」と考えるひとを、支持者と考えているのではないでしょうか。 

てなわけで、僕はこれから山中さんを支持してみたいと思います。 

「市民と向き合う」と言うからには、僕のような面倒な市民にもしっかり向き合ってもらおうかな。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：セーシェルの小さなカエル 

 

今朝、NHKBSのドキュメント番組「ワイルドライフ」に、つい見入ってしまった。 

テーマは「インド洋 セーシェル諸島 アジサシ 100 万羽 壮絶子育て」。 

肉食の天敵がいないセーシェル諸島は、渡り鳥の繁殖地に最適だが、アフリカ大陸から 1300kmの距離をものと

もしないのが、ここに集まる「アジサシ類」だ。 

日本でも見られるアジサシは、カモメ科に属する鳩ほどの大きさの鳥で、燕のような尖った翼と尾羽を使って「ア

ジを刺す」の名の通り俊敏に空を飛ぶ。 

セーシェルで産卵と繁殖をする「セグロアジサシ」は、カラスほどの大きさのアジサシで、4 月ころから飛来し

始めて最盛期には 100万羽も集結するという。 

・ 

驚くのは、繁殖期以外のほとんどを空中で過ごすというその生態だ。 

もちろん飛びながら睡眠し、飛行を優先するために絶対に潜水しない。 

低空飛行しながら水面近くの小魚や以下を捕獲するだけでなく、くちばしで海水を救って飲むという。 

海鳥やウミガメには「塩類線」という器官があり、海水の塩分を濃縮して鼻腔から体外に排出できる。 

そもそもサンゴ礁だらけのセーシェル諸島には耐水の池や川がほとんどなく、淡水がほとんど無いらしい。 

アジサシのひなが卵から孵化すると、親鳥はすぐに海水を取りに行き、ひなに海水を与えている。 

もちろん生まれたばかりのひなは、頭をもたげて濃縮された海水を捨てる行為を、すでに知っている。 

・ 

だが、この番組で僕が驚いたのは、ついでに紹介されたカエルの話。 

セーシェル諸島には、独自の進化を遂げたセーシェルカエル科に属する 4種類のカエルがいる。 

いずれも小型で陸上に暮らすカエルなのだが、カエルは皮膚呼吸する両生類なので、ふつうは幼生時代（オタマ

ジャクシ）を水中で暮らし、成体になっても水分が必要だ。 

ところが、先ほども述べたようにセーシェル諸島には淡水域がほとんどない。 

これは、セーシェル諸島が地殻変動や火山爆発によって生まれた陸地でなく、かつての大陸が沈下分割した証拠

だという。 

まず僕は、小さなカエルがいるだけで、地球の歴史が論じられることに驚いた。 

・ 

さらに驚いたのは、セーシェルガエルの中には、卵から直接、子ガエルとして孵化するものや、孵化した幼生が

雌の背中にくっついて餌を食べずに発育して子ガエルになる種類があることだ。 

セーシェルガエル（コオイセーシェルガエル）は、熱帯雨林の林床の落ち葉の中を、主な生活場所にしていて、

雨季になると繁殖が行なわれる。 

メスは１０個ほどの少ない卵を産卵するが、卵が孵化すると、オタマジャクシが変態して小ガエルになるまで自

分の背中に載せるので、オタマジャクシが水の中で暮らすことはない。 

また、体長 1センチほどのガーディナーセーシェルガエルの卵からは、オタマジャクシでなく親と同じ姿をした

小さなカエルが生まれてくる。 

・ 

セーシェル諸島は、マダガスカル島やインド亜大陸と共に、中生代（約 1 億 6000万年前）にアフリカ大陸から

分離して、その後 6800万年から 6500 万年前にインド亜大陸から分離したと考えられる。 



こうした長い時間を経ることによって、たどり着いた「現状」からは、数百年程度の未来を語ることは容易いこ

とだ。 

なのに、現実社会に目を向けると、新型コロナウィルスの感染や、タリバンの動向など、数か月先すら描くこと

ができないことだらけ。 

今朝僕は、たった 1センチに満たないカエルたちが見せてくれる重大な真実に、唖然とする自分に気付いた。 

 

https://nanoni.co.jp/20210823-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）08/24 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

 09-10時 ■zoom面談：Ｋさん（反町） 

10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）08/25 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（木）08/26 ■〇◎なのに作業日 09-16時 

   15-16時 △面談：Ｙさん（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）08/27 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   20-22時 ■三鷹多世代のいえ（自宅） 

（土）08/28 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 09-12時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）08/29 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）08/30 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

08/31 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

09/01 20-22時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 9月例会（リモート） 

09/04 09-12時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

09/09 10-12時 ▲HFA定例会（渋谷） 

09/09 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/09 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 



09/09 19-21時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

09/10 20-21時 ★カプラー起業交流会（リモート） 

09/16 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


